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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(１) 経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間の経営成績につきましては、連結経常利益は、資金利益や役務取引等利

益の増加に加え、経費や実質与信関係費用が減少したことなどから、前年同四半期比17億円増加し102

億円となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同四半期比17億円増加し65億円となりまし

た。 
 

(２) 財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末における財政状態につきましては、総資産は前連結会計年度末比482

億円増加し２兆6,651億円、純資産は前連結会計年度末比19億円増加し1,154億円となりました。 

     主要勘定につきましては、預金等（譲渡性預金を含む）は前連結会計年度末比428億円増加し２兆   

3,627億円となりました。また、貸出金は前連結会計年度末比624億円増加し１兆5,269億円、有価証券

は前連結会計年度末比41億円増加し9,473億円となりました。 
 

(３) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

     当第３四半期連結累計期間の業績は、平成27年11月13日に公表した平成28年３月期通期の連結業績

予想に対して高い進捗率となっておりますが、今後の景気動向など経営環境を見極める必要があるこ

とから、現時点において業績予想の変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(１) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

   該当事項はありません。 
 

(２) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

   該当事項はありません。 

 

(３) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下、「企業結合会

計基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13

日。以下、「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７

号 平成25年９月13日。以下、「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間

から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当行の持分変動による差額を資本剰余金と

して計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更し

ております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少

数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるた

め、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務

諸表の組替えを行っております。 

     企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44

－５項（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第

１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の経常利益は４百万円増加し、税金等調整前四半期純利益

は2,036百万円減少しております。また、当第３四半期連結会計期間末の資本剰余金が2,036百万円

増加しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

現金預け金 143,277 113,642

商品有価証券 1,427 1,386

金銭の信託 - 2,001

有価証券 943,211 947,350

貸出金 1,464,590 1,526,990

外国為替 6,789 6,073

リース債権及びリース投資資産 10,318 10,354

その他資産 14,396 22,263

有形固定資産 29,919 29,614

無形固定資産 699 841

退職給付に係る資産 3,959 4,992

繰延税金資産 378 345

支払承諾見返 6,765 7,547

貸倒引当金 △8,863 △8,244

資産の部合計 2,616,867 2,665,161

負債の部

預金 2,214,100 2,295,245

譲渡性預金 105,780 67,530

債券貸借取引受入担保金 68,938 99,725

借用金 67,452 43,025

外国為替 146 260

その他負債 30,294 27,375

賞与引当金 834 213

役員賞与引当金 25 -

退職給付に係る負債 0 1

役員退職慰労引当金 8 5

睡眠預金払戻損失引当金 447 363

偶発損失引当金 401 289

利息返還損失引当金 39 36

繰延税金負債 5,015 5,034

再評価に係る繰延税金負債 3,054 3,036

支払承諾 6,765 7,547

負債の部合計 2,503,304 2,549,689

純資産の部

資本金 24,538 24,538

資本剰余金 16,965 19,002

利益剰余金 41,858 46,973

自己株式 △720 △1,380

株主資本合計 82,641 89,133

その他有価証券評価差額金 29,283 30,177

繰延ヘッジ損益 △3,110 △6,047

土地再評価差額金 2,521 2,484

退職給付に係る調整累計額 △483 △467

その他の包括利益累計額合計 28,210 26,146

新株予約権 119 116

非支配株主持分 2,591 74

純資産の部合計 113,562 115,471

負債及び純資産の部合計 2,616,867 2,665,161
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

経常収益 41,950 43,094

資金運用収益 21,414 22,258

（うち貸出金利息） 14,629 14,496

（うち有価証券利息配当金） 6,694 7,669

役務取引等収益 5,175 5,525

その他業務収益 12,093 12,916

その他経常収益 3,267 2,393

経常費用 33,488 32,845

資金調達費用 1,666 2,214

（うち預金利息） 674 743

役務取引等費用 2,459 2,643

その他業務費用 10,501 10,707

営業経費 17,724 16,568

その他経常費用 1,135 710

経常利益 8,462 10,249

特別利益 16 11

固定資産処分益 16 11

特別損失 749 123

固定資産処分損 36 100

減損損失 712 23

税金等調整前四半期純利益 7,729 10,137

法人税、住民税及び事業税 2,574 2,477

法人税等調整額 117 918

法人税等合計 2,692 3,396

四半期純利益 5,037 6,740

非支配株主に帰属する四半期純利益 235 196

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,802 6,544
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 5,037 6,740

その他の包括利益 11,588 △2,008

その他有価証券評価差額金 14,411 912

繰延ヘッジ損益 △3,338 △2,936

退職給付に係る調整額 515 16

四半期包括利益 16,625 4,732

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 16,353 4,518

非支配株主に係る四半期包括利益 272 214
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 

 

（５）企業結合等関係 

共通支配下の取引等 

当行による連結子会社株式の追加取得 

 

１．取引の概要 

(1) 結合当事企業の名称及びその事業の内容 

          北越リース株式会社（リース業務） 

         北越カード株式会社（クレジットカード業務、信用保証業務） 

       北越信用保証株式会社（信用保証業務） 

(2) 企業結合日 

       平成27年９月30日 

(3) 企業結合の法的形式 

非支配株主からの株式取得 

(4) 結合後企業の名称 

変更ありません。 

(5) その他取引の概要に関する事項 

当行グループ内の持分比率を100％に引き上げ、これまで以上にグループ一体となった金融

サービスを提供することを目的として、非支配株主が保有する株式を取得したものでありま

す。 

 

２．実施した会計処理の概要 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）及び「企業結合

会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成25

年９月13日）に基づき、共通支配下の取引等のうち、非支配株主との取引として処理しており

ます。 

 

３．連結子会社株式を追加取得した場合に掲げる事項 

被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳 

取得の対価   現金預け金   700百万円 

取得原価            700百万円 

 

４．非支配株主との取引に係る当行の持分変動に関する事項 

(1) 資本剰余金の主な変動要因 

連結子会社株式の追加取得 

(2) 非支配株主との取引によって増加した資本剰余金の金額 

       2,050百万円 
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１．損益状況（単体）

（百万円）

当四半期 前年同四半期

(28年3月期 (27年3月期 

 第3四半期)  第3四半期)

23,858             1,056               22,802             

22,191)(            280)(                 21,911)(            

20,011             300                  19,711             

1,962               163                  1,799               

1,884               593                  1,291               

△ 6,197)(          467)(                 △ 6,664)(          

7,865)(              309)(                 7,556)(              

( △ ) 15,869             △ 441             16,310             

( △ ) 9,160               △ 22               9,182               

( △ ) 5,716               △ 415             6,131               

( △ ) 992                  △ 4                 996                  

7,989               1,497               6,492               

6,321               721                  5,600               8,000               

( △ ) ―                   ―                   ―                   

7,989               1,497               6,492               9,900               

1,436               343                  1,093               

733                  △ 1,122           1,855               

②うち不良債権処理額 (△ ) 218                  △ 684             902                  

③ 469                  △ 103             572                  

④ 168                  △ 26               194                  

9,425               1,840               7,585               10,300             

△ 111             621                  △ 732             

9,313               2,460               6,853               

( △ ) 3,129               740                  2,389               

6,184               1,721               4,463               6,500               

(参考) △ 419)(            △ 554)(            135)(                 

（注）
２．通期予想は平成27年11月13日公表のものです。
３．コア業務粗利益＝業務粗利益－国債等債券損益－金融派生商品損益
４．コア業務純益＝業務純益－国債等債券損益－金融派生商品損益＋一般貸倒引当金繰入額

１．記載金額、比率は単位未満を切り捨てて表示しております。

実質与信関係費用(①+②-③-④)

業 務 純益（一般貸倒繰入前）

税 引 前 四 半 期 純 利 益

四 半 期 純 利 益

経 常 利 益

特 別 損 益

コ ア 業 務 純 益

法 人 税 等

う ち 償 却 債 権 取 立 益

（ コ ア 業 務 粗 利 益 ）

物 件 費

税 金

業 務 純 益

( う ち 国 債 等 債 券 損 益 )

( う ち 金 融 派 生 商 品 損 益 )

経 費

人 件 費

①一般貸倒引当金繰入額

う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

臨 時 損 益

平成28年3月期　第3四半期決算短信　説明資料

前年同四半期比

そ の 他 業 務 利 益

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

業 務 粗 利 益

28年3月期
通期予想

う ち 株 式 等 関 係 損 益

■ コア業務粗利益は、資金利益や役務取引等利益が増加したことなどから、前年同四半期比２億円増加の
221億円となりました。

■ コア業務純益は、粗利益の増加に加え、経費が減少したことから、前年同四半期比７億円増加の63億円と
なりました。

■ 四半期純利益は、有価証券関係損益は減少したものの、実質与信関係費用が減少したことなどから、
前年同四半期比17億円増加の61億円となりました。
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２．自己資本比率（国内基準）

　　　　【単体】 （億円）

(1)　自己資本比率 8.40 %  9.61 %  

(2)　コア資本に係る基礎項目 895     952     

(3)　コア資本に係る調整項目 8     ―　　       

(4)　自己資本 （2）－（3） 886     952     

(5)　リスク・アセットの額 10,543     9,904     

(6)　単体総所要自己資本額 421     396     

　　　　【連結】 （億円）

(1)　連結自己資本比率 8.95 %  10.15 %  

(2)　コア資本に係る基礎項目 960     1,014     

(3)　コア資本に係る調整項目 7     ―　　       

(4)　自己資本 （2）－（3） 952     1,014     

(5)　リスク・アセットの額 10,639     9,989     

(6)　連結総所要自己資本額 425     399     

（注）１．リスク･アセットの算出において、信用リスクについては「標準的手法」、オペレーショナル･リス
　　　　　クについては「基礎的手法」をそれぞれ採用しております。　　　　
　　　２．総所要自己資本額は、リスク･アセットの額に４％を乗じた額であります。

３．不良債権の状況

　　　　【単体】 （億円） （参考）      （億円）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 44     

危険債権 264     

要管理債権 16     

小　計 (A) 325     

正常債権 15,044     

合　計 (B) 15,370     

不良債権比率          (A)／(B) 2.11 %  

　　　　【連結】 （億円） （参考）      （億円）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 45     

危険債権 264     

要管理債権 20     

小　計 (A) 330     

正常債権 14,991     

合　計 (B) 15,322     

不良債権比率          (A)／(B) 2.15 %  

 (注)　当行は部分直接償却を実施しております。

411     

平成26年12月末
26年12月末比

△ 1.20 %  

△ 54     

△ 62     

650     

26     

946     

939     

（参考）       （億円）

平成27年9月末

9.13 %  

10,285     

883     

8     

874     

8     

7     

320     344     

257     273     

17     15     

△ 24     

2     

2.02 %  2.29 %  

平成27年12月末 平成26年12月末

△ 0.27 %  

△ 11     

26年12月末比

18     

258     274     

3     

△ 16     

55     

14,922     

2.33 %  △ 0.27 %  

828     

14,573     

324     348     

853     

△ 24     

平成27年12月末

[速報値]

△ 11     

2.06 %  

15,750     

15,426     

21     

44     

15,801     

15,481     

（参考）       （億円）

平成27年9月末

8.58 %  

44     

平成27年12月末

26年12月末比

△ 1.21 %  

平成27年12月末

[速報値]

平成27年9月末

平成27年9月末

△ 16     

10,188     

407     

55     

14,976     

14,631     

825     

850     

26年12月末比
平成26年12月末

7     

平成26年12月末

△ 66     

639     

25     

△ 57     

■ 金融再生法開示債権額は、経営改善支援への継続的な取組みなどにより、単体320億円（前年同四半期
末比24億円減少）、連結324億円（前年同四半期末比24億円減少）となりました。

■ 不良債権比率についても、単体2.02％（前年同四半期末比△0.27％）、連結2.06％（前年同四半期末比
△0.27％）となり、引き続き低水準で推移しております。

■ 27年12月末の自己資本比率（速報値）は、利益確保により内部留保を着実に積み上げたものの、
貸出金への取組強化によるリスク･アセットの増加などから、単体8.40％、連結8.95％となりました。
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４．時価のある有価証券の評価損益

　【単体】

（億円） （参考） （億円）

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

その他有価証券 9,444 433 443 9 9,382 421 426 4 9,166 353 358 5 

株　 　 式 282 119 119 ― 281 104 107 3 272 105 105 0 

債　  　券 6,540 205 206 0 6,963 191 192 0 6,725 151 151 0 

そ  の  他 2,621 108 117 8 2,136 126 126 0 2,168 96 101 4 

(注) 　満期保有目的の債券及び子会社・関連会社株式は該当がないため記載しておりません。

              
              

　【連結】

（億円） （参考） （億円）

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

その他有価証券 9,454 441 451 9 9,392 429 434 4 9,173 360 365 5 

株　 　 式 291 127 127 ― 291 112 115 3 280 112 112 0 

債　  　券 6,540 205 206 0 6,963 191 192 0 6,725 151 151 0 

そ  の  他 2,621 108 117 8 2,136 126 126 0 2,168 96 101 4 

(注) 　満期保有目的の債券は該当がないため記載しておりません。
             
             

評価差額 評価差額

平成27年9月末

時価 評価差額

平成27年9月末平成26年12月末

平成26年12月末

時価 時価

時価 評価差額

平成27年12月末

時価 評価差額

平成27年12月末

時価 評価差額

■ 時価のあるその他有価証券の評価差額は、単体で433億円、連結で441億円の評価益となりました。
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５．貸出金、預金等の残高（単体）

(1)貸出金

（億円） （参考）   　   （億円）

26年12月末比

15,354     760     14,594     14,938     

う ち 個 人 ロ ー ン 3,815     154     3,661     3,775     

11,829     530     11,299     11,569     

(2)預金等

（億円） （参考）   　   （億円）

26年12月末比

23,692     206     23,486     23,241     

う ち 個 人 16,452     428     16,024     16,116     

22,991     212     22,779     22,591     

（注）　預金等＝預金＋譲渡性預金

(3)個人預り資産

（億円） （参考）   　   （億円）

26年12月末比

19,466     375     19,091     19,082     

預 金 等 16,452     428     16,024     16,116     

国 債 等 149     △ 102     251     168     

投 資 信 託 804     23     781     765     

保 険 2,059     25     2,034     2,031     

（注）　預金等＝預金＋譲渡性預金

以　　上

平成27年9月末

平成27年9月末

平成27年9月末

平成27年12月末 平成26年12月末

平成26年12月末

平成26年12月末

う ち 新 潟 県 内

個 人 預 り 資 産 残 高

貸 出 金 （ 末 残 ）

預 金 等 （ 末 残 ）

う ち 新 潟 県 内

平成27年12月末

平成27年12月末

■ 貸出金の残高は、法人向けが増加したことに加え、個人ローンも堅調に推移したことから、前年同
四半期末比760億円増加の１兆5,354億円となりました。

■ 預金等の残高は、個人預金が堅調に推移したことなどから、前年同四半期末比206億円増加の２兆
3,692億円となりました。

■ 個人預り資産の残高は、預金等が堅調に推移したほか、投資信託・保険も増加したことから、前年

同四半期末比375億円増加の１兆9,466億円となりました。
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